
青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念をつ
くりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々に
理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所、地域とのつきあい及び地域貢献

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声をか
けあったり、気軽に立ち寄ってもらえるような日
常的なつきあいができるよう努めている。事業
所は地域の一員として、自治会、老人会、行事
等、地域活動に参加し、地元の人々と交流する
ことに努めている。また、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り組んで
いる。担当職員はキャラバンメイトになるなど、
地域の認知症普及活動に参加している。

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2
ケアに迷ったり、悩んだりしたときは理念に立ち返り、
軌道修正するようにしている。自分のケアを振り返る
基準としている

3
理念を地域の方に伝えるために、運営推進会議を利
用したり、ご家族へは入居時に説明している

4

ホーム前にガーデンセットを置いて、出来るだけ外で
過ごすようにしている。近所の方が声をかけてくださ
り、時には腰掛けて一緒にお茶を飲んでいかれる事も
ある。玄関は天気の良い日には開放しているため、回
覧板を届けてくださる方と話し込む事もある。ご家族や
地域の方に対して推進会議を利用して、認知症の勉
強会を行う事があるが、まだまだ力不足である

○
管理者はキャラバンメイトであるが推進会議で勉強会
などの開催はするものの、サポーター講座の開催が出
来ずにいる。

２．地域との支えあい

「そのままを認め受け入れ支えていく　側にそっと寄り
添う暖かく優しいケアを目指します」と言う理念はホー
ムの芯となる部分である。認知症であってもどんどん
地域へ出かけ、生き生き生活できるように支援してい
きたいと思っている。

自己評価票
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かして
具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、運営や現場の
実情等を積極的に伝える機会を作り、考え方や
運営の実態を共有しながら、直面している運営
やサービスの課題解決に向けて協議し、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人にはそ
れらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内で虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

管理者だけでなく、スタッフにも研修に参加してもらい
理解を深めていく

○

5

自己評価は、全職員で行っている。新人などは理解が
難しい部分が多いかと思うが、グループホームでやっ
ていかなければならないこととはどういうことなのかを
具体的に知ることが出来る良い機会であると考える。

9

高齢者虐待防止法については、全職員が自分の行動
や言動に責任を持つということで理解している。また、
月間目標でも、常に利用者様のペースを守るという事
を掲げて取り組んでいる

6

地域の方またはご家族様からは貴重な意見をいただ
くことができ、推進会議を開催する事でホームの運営
に大きなプラスがあると感じている。スタッフへは貴重
な意見を伝えたうえで改善必要な事があれば早期に
実行している

7
制度の事や、業務上のアドバイスなどを窓口や電話な
どで相談にのってもらう事はある。親切に分かりやすく
話してくださり、情報なども提供してもらう事もある。

8

権利擁護、成年後見制度に関しては、ご家族様の協
力が得られている今は現実問題として利用する機会
はないものの、高齢のご家族様や、遠方に居られるご
家族様には推進会議や、文書などでお知らせしていき
たい。
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に定
期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確保
するための話し合いや勤務の調整に努めてい
る

４．理念を実践するための体制

11

利用者様とは良く話し合うようにしている。聞き取りの
中で出た利用者様からの言葉を大事にして、たとえ、
事実でなくても、誤解をされたのはなぜかと原因を
探っていくことで自分達のことを客観的に見つめる事
ができる

10

高齢のご家族には、文章だけでは理解しにくいため、
イメージしやすくなるように、例を挙げて説明している。
説明の場では質問がなくても、その後遡って聞かれる
事もあるため、そのときには、しっかり理解していただ
くため、再度契約書や運営規定などを用いて説明して
いる。理念に関しても入居時にお伝えしている

13

苦情受付担当者や委員会は設置している。また、面会簿の
下に、意見を書いていただくようにしている。ご家族様とも長
い付き合いになってきたため、以前に比べれば、色々な要
望や意見をいただくことができ嬉しく思っている。

12

毎月末に、お小遣いを使用した場合のレシートなどを
送付する際に、使用目的残金などの他に、健康状態、
様子、過ごし方などが分かるように、写真と文章でお
知らせしている。

15

利用者様の症状や動時間などに合わせて、勤務時間
はこまめに変更している。特に新入居があったときに
は状況把握のため大幅に勤務を変更する事もある。
スタッフもそのことが大事な事だという理解はあると思
う。

14

職員の声は極力取り入れるようにしている。実際ケア
に携わっている職員の声は重要であり、自分も参考に
なる意見も多くある。しかし、積極性や判断力などが希
薄なように感じているため、各自が責任のある仕事が
出来るように今後も指導していきたい。
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合は、
利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成
するための計画をたて、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための良好な工夫や環境づくりに取り組んで
いる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、各自が向上心を持って働け
るように努めている

面接の際に、認知症の方に対して、なじみの関係とい
うのがどんなに大事か伝え、離職せずに頑張れるかど
うかの確認をしている。職員同士が何でもいえる関係
つくりをするようにアドバイスをしている

17

資格取得のための研修や講習会への参加に関して、可能な
限り予定に合わせて勤務を組むようにしている。他のスタッ
フも協力的で皆でサポートできる関係は築かれているようで
ある

19

勤務の組み方に工夫をして、疲労がたまらないように
工夫をしているつもりである。人員に余裕があるときに
は有給をつかって３連休にしたりして、認知症の方と
接する事のストレスは十分分かって色々な面で工夫
はしている

○
スタッフの性格によってはうまくストレスを解消する事
が出来ない人もいると思うので、個人個人との面談や
話し合いなどもこまめに行って行きたい

18
外部研修への参加から交流が始まる事が多いため、
出来るだけ参加させている。講義よりはグループワー
クで意見交換することで親交が深まる事もある。

20

資格取得のための教育費を支援したり、資格手当など
の制度はある。スタッフ個人個人のモチベーションの
持ち方によるが、お互いに不足な部分はフォローし合
えるような関係を作るように言っている。しかし、怠慢
な態度や言葉使いの悪さなどに気づいたときには、直
接言う事もあるがリーダーに伝える事もある。

16
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人、家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人、家族等が
困っていること、不安なこと、求めていること等を
よく聴く機会をつくり、受けとめる努力をしている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫
している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

22

相談者の多くは、担当のケアマネさんに先々の事を考
えて申し込んでおいたほうがいいと言われてきたとい
う方である。話の内容から今すぐに入居が必要でない
場合には、通所系のサービスを見直してみたり、小規
模多機能の紹介をしたりする事がある。

23

入居前には必ずご本人に会いに行ったり、見学に来てもらう
などして、一度は面識を持つようにしている。出来ればご本
人が一番信頼している方に一緒に来てもらい、その方から
紹介してもらうようにしている。また、見学時には、他の利用
者様との関わり方を見るために、皆さんのいる食堂にご案
内して反応を見させていただいている。割合お年寄り同士の
ほうが打ち解けやすいようである

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

24

裁縫・調理・人との付き合い方等皆様から色々な事を学び感
謝している。逆に若いスタッフなどは最新の情報などを利用
者様に伝えたりして、おばあさんと孫のような自然な会話や
応対が出来ていると思っている。長い付き合いの職員は、家
族と過ごすかのようなゆったりした関わりが出来ているた
め、介護するという意識はあまりないのではないだろうか

21

相談にみえるご家様が周りを気にせずに思いを打ち
明ける事が出来るように、２階へご案内しゆっくり時間
をとって話をうかがうようにしている。事務的な対応で
はなく親身になって対応するように心がけている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えていく
関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援して
いる

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合える
ように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係を
断ち切らないつきあいを大切にしている

26

ご家族が一番と言うのはどなたでも同じだと思う。なか
なか面会に来られないご家族様に関しても、御本人に
は、朝早く来て元気か聞いていきましたよ。などと伝え
るようにし、御本人の不安を解消するようにしている。

25

ご家族様にはいつも協力を頂き感謝している。　状況
の変化や対応の仕方などはこまめに伝えて理解して
もらっている。また、プランの実行に関しての協力も頂
いている。いいときも悪いときも常に現状をわかってい
てもらう事でリスクなどの心構えが出来ると思っている

28
ひやりはっとや日頃の様子などから利用者様同士の
関係を予測し、居場所の配慮する事で、出来るだけト
ラブルのない関係を築けるようにしている。

○

男性が一人だけで孤立しないように、スタッフは意識し
て話し掛けをしたり、他の利用者様との会話を取り持
つようにしているが、時間帯にとっては孤立してしまう
こともあるため課題としている

27

ご家族様はもちろん、ご兄弟、ご友人、お知り合いなど、始
めてお会いする方も多く訪ねてきてくださっている。また、受
診や買い物先などで、久しぶりに出会う事もあり、利用者様
の嬉しそうな表情を見ていると、地域で生活を続けるという
の大切さをあらためて実感している。

29

相談の電話や訪問があれば極力相談にのっている。
また、以前入居していた方のご家族から、ここが良い
と紹介されたと訪問される方もおり、大変感謝してい
る。また通りがかりにふと見学していかれる方もあり、
地域の方のグループホームへの関心の高さを感じて
いる
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の把
握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努め
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映した
介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた場
合は、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
現状に即した新たな計画を作成している

34

見直し前に立て直しが必要になった場合は、その変化
の日にちと、変更内容や追加内容を手書きで付け加
えるようにしている。ご家族には、面会の際にお伝え
し、了承いただいている。

出来るだけ皆さんが快適に過ごせるようにしたいが、
反応がつかめない方に対してうまく対応ができていな
い。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

利用者様の状態によっては要望をうかがう事もある
が、だんだん難しくなってきている。ご家族様のほとん
どが健康管理や怪我や事故の無いようにとの要望が
多く、暫定プランを立てそれに対しての意見を伺ってい
る。ご家族様の橋梁苦が必要なプランの関してはご協
力頂き大変感謝している

あらためて聞き取りをすると、何でもいいといわれるの
で、日々の記録から、本人の言葉を参考に、予想を入
れてプラン作成している。また、言葉での理解が難し
い方は行動をアセスメントし少しでもヒントになることは
ケアに生かしている

31

生活のサイクルやスタイルは個人個人違うため、基本
的には受容している。しかし、その生活が健康を害す
ることにつながったり、事故を招くような事であればご
家族様と相談して、徐々に整えていくようにしている。
また、デイサービスで入浴していた方はその時間に合
わせて入浴できるようにしている

○

33

32

話し合いをして、どこで何をして過ごすのが言いか伺
い、出来る限りは協力している。ご自分の意見を言え
ない方に関しては、予測の範囲ではあるが色々なこと
を試してみて、楽しんで行っている事を継続提供する
などして、現状の身体機能や精神状態を把握するよう
にしている

○

ご本人とよく話をすると、いままでのサービスに関して
も実は本意ではなかったということもあり、臨機応変に
対応しながらご本人が納得するような暮らしを提供して
いる

30
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら実
践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支援を
している

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボ
ランティア、警察、消防、文化・教育機関等と協
力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総
合的かつ長期的なケアマネジメント等につい
て、地域包括支援センターと協働している

35

記録するときに、プラン内容の実施とそれ以外の様子
が分かるように書いてもらっている。見直しの際見や
すく、文章の量で、うまくいっているか、そうでないかは
把握できる。また、それ以外の様子の記録からは、プ
ランに反映するヒントがあったりして自分としては分か
りやすいと思っている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

36

決められた日課ではなく、天気や御本人の状態に合
わせて出掛けたり、受診に付き添えないご家族様に代
わり受診介助をしたり出来るのは小規模ならではの利
点だと思う

サポーター講座などで、認知症への理解を深めてい
き、何か力をいただけるときにはお願いしたいと思って
いる

38
今は他のサービスを利用している方はいないが、同法
人のデイサービスやケアハウスグループホームにお
邪魔して話をしたりお茶を頂いたりする事はある

37

依頼をしているわけではないが、買い物に出たときや
外出したときはそこの従業員であったり、学生さんなど
が親切丁寧に対応してくださることが多く、安心でき
る。

○

39

介護予防での利用は今のところ無いが、入居相談な
どでのやり取りをした事はある。権利擁護に関しても、
ご家族の協力がある今は考えていないが、利用者様
に状況が変わってくればやり取りが必要になるかと思
うので普段からの情報交換は必要である。
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きな
がら、職員が相談したり、利用者が認知症に関
する診断や治療を受けられるよう支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理や
医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならびに
かかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で方
針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとして
の支援に取り組んでいる。あるいは、今後の変
化に備えて検討や準備を行っている

40

出来るだけ、長年かかっている医師に診ていただくよ
うにしている。しかし、症状や認知症の進行によって病
床を持たない診療所などからは、総合病院への転院
を勧められることがあるため、ご家族様の判断にあわ
せて対応している

42

事業所には看護師の配置が無いため、同法人に勤め
ている看護師によく相談している。また、訪問診療に
来てくださる看護師は、とても話しやすく、やさしく利用
者様に接してくださるので、とても安心している

41

訪問診療に来てくださる先生は、専門医ではないが、認知症
に関しても知識があり、利用者様と上手なコミュニケーション
をとって下さっており、先生を心待ちにしている方も居られ
る。先生の顔を見るだけで安心するようで、信頼は厚い。受
診に出掛けている方はゆっくりと医師と関わることが中々難
しいが、出来るだけ情報や変化はもらさず伝え理解していた
だくようにしている。

44

看取りの指針やターミナルについての説明を行っている。訪
問診療をしてくださっている医師は、ホームでの限界を理解
してくださっている。しかし、ご家族さまの意見にもあったよう
に、その時にならないとわからない事もあるかと思う。ご家族
だけの問題でなく、ご親戚の皆さんともよく話し合っておく必
要もあるため、元気なうちに時間をたっぷりとって考えておき
たい問題である。

43

入院期間は、ほぼ毎日足を運び、付き添っているご家族や看護師
などから状況の聞き取りをしている。今は比較的早い段階で退院し
てくるため、病院側からホームで対応可能ならすぐにでもというのが
現状である。スタッフにも退院してきてからどのように対応すればい
いか考えるためにも頻回にお見舞いに行くように伝えている。退院
後は、早い段階で環境変化を克服し、衰えた筋力や感覚を摂り戻
すように支援している

45

ご家族には、医療連携体制をとっていない現在のホームで
対応できる範囲を説明させていただいている。また利用者様
の主治医にも、介護職が出来る範囲の医療行為の説明をし
ている。主治医がどこまで協力をして下さるか(状態によって
看護師の派遣など）によっては状況も変わってくるかと思う。
ご家族には終末期に関してのご意見を聞きとりしているが、
高齢化・重度化している現在の状況ではもっと頻回に話し合
いを持つべきだと考えている。

9 社団法人青森県老人福祉協会



青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関係
者間で十分な話し合いや情報交換を行い、住み
替えによるダメージを防ぐことに努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取り
扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で決
めたり納得しながら暮らせるように支援をしてい
る

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行け
るように努めている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

希望をうまく伝えられなかったり、意思表示が困難な方
に関しては、こちらからいろいろアプローチをしてその
反応をみて支援しているため、希望に沿っているのか
は予測の範囲である

○

利用者様が白髪を気にされているような発言があると
きは、スーパーで毛染めを買ってきて染める事はあ
る。疲労感がなく長時間座っている事が出来るのなら
お連れしたいとは思っている。

○

認知症の方が動かずにずっと座っている事が難しい事
や、会話がうまく繋がらないこと、急な精神状態の変化
があることなどを知っている方であれば安心してお願
いできるため開発していきたい

こちらからの押し付けではなく、利用者様が今持てる力で自
己決定できるように支援している。すぐに忘れてしまう方も居
られるし、他の方に便乗して答える方もいらっしゃるがそれも
大事かと思う。「～しましょう」と言う声がけよりも「～だけどど
うしますか？」とか状態によっては「今○○だけど、○○しま
せんか？」などyes/noで答えられる質問に切り替えたりして
いる

50

47

48

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

49

利用者様から「今日は天気がいいからどこかに行きま
しょう」と言う声が上がることもある。比較的臨機応変
に対応ができているように思う。利用者様の体調・精
神状態に大きく左右されるため、タイミングを逃さない
ように「今」の気持ちを大事にしていきたい

実際にあった事の記入に関しても、読む人が不快に感じる
ような文章ではなく、出来るだけ暖かくおもいやりのあるよう
な言い回しでの記入をしているつもりである。ご家族の名前
や他の利用者様等はイニシャルにて記入している。敬語もう
るさくない程度で交えているが、場面の説明が上手に表現
できていないときもあり、読み手に伝わりにくい事があるた
め、時々記録の書き方の勉強会を開いている。

46

特養等への転居時にはアセスメントシートをそのまま
お渡しして、ホームでの生活リズムやパターンなどを
細かに伝えて、今の生活がそのまま継続できるように
協力している。
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、可能な場合は利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日常
的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、
入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽し
みごと、気晴らしの支援をしている

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

51

調理だけでなく、食べるまでに行うさまざまな過程に何
らかの形で関われるようにしている。（食材をそろえる・
テーブルを拭く・お絞りを準備する・いただきますの挨
拶をする等）

52

病気との関連や、ご家族様の要望などもあるが、基本
的には嗜好品に関しては楽しめるように支援してい
る。外出が億劫な方でも、嗜好品の買い物に関して
は、重い腰をあげるので、自分のものは自分で買いに
行くというのは基本にしている。

サインがはっきり分かっているのに、上手に移動してい
ただく事ができず結果失敗してしまう事がある。失敗す
ると自信の喪失に繋がるため、ご本人に分からないよ
うに処理するなどの配慮をしている。

54

入浴自体苦手な方はほとんどいらっしゃらないが、入浴まで
の行動が理解できずに、結果スムーズに入る事が出来なく
なる事がある。そのような場合は常に様子をみて、こまめに
入浴の声がけをし「入る！」と言う意思表示があったときにす
ぐに対応できるようにしている。気分良く入っていただくこと
でご本人の精神状態への影響が大きく変わってくる。

○
訪問診療や受診に当たらないようにして、１日おきには
入浴できるようにはしている。

53

皮膚が弱い事もあるが、布の下着を使っている方は３
名いらっしゃる。オムツを使っている方でもサインでトイ
レにお連れする事ができている。尿意が分かりにくい
方は時間でトイレにお連れしているが、負担に感じな
いような声がけ等をしている。

○

56

好きでも出来なくなってることが多いため、まず、出来
ることできないことのアセスメントをしっかり行い自信
喪失に繋がらないようにする。その上で、今もてる力を
発揮でき、楽しみや生きがいとなるように継続して働き
かけている

55

昼寝をしない習慣の方には午後ゆっくり趣味や家事な
どをして過ごしてもらっているが、ほとんどの方が３０
分から１時間くらいは休まれる。　夜間に関しても、生
活が夜型だった方は無理に休む事は勧めず、好きな
時間に休んでいただいている。
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青森県　グループホームひかる 平成21年9月15日

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりの
その日の希望にそって、戸外に出かけられるよ
う支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないと
ころに、個別あるいは他の利用者や家族ととも
に出かけられる機会をつくり、支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ごせ
るよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

58

外出の支援には力を入れているが、利用者様によっ
て偏りがあり、毎日出かける方もいれば、月に１度くら
いの方もいる。出たくない方を無理にとは思わないが、
外気に触れ景色を見るだけでも気分転換になるため、
自らの意思で外に出られるような声がけや環境整備を
心がけていく

57

お小遣いに関しては、ほぼ全員の方が持っているが、
自己管理している方は２名だけである。他はホームで
管理し、買い物に行くときにお渡ししている。自分で持
ちたいといえば応じるが、大抵の方は本人自ら預かっ
て欲しいといわれる

個人や仲間での外出はよくあるものの、ご家族様と出
かけることはほとんどない。。今後、ご協力いただける
場合にはそのような企画を考えていきたい

60

贈り物を頂いたときにはお礼状を直筆で書いていただ
くようにし、社会の一員としてのつながりが途切れない
ように支援している。電話に関しては、ご本人が元気
がなかったり、さみしそうに感じたときに「かけてみて
は？」と勧めることがある。

59

ご本人の趣味等に関連した催し物などの情報収集をし、こち
らから情報提供して出かけることがある。基本的には個別だ
が、気の合う方と出かける場合もある。しかし、思い出の場
所には必ずしも良い思い出ばかりではないこともあるため、
その後の精神状態のサポートも大事である。そのときそのと
きの気持ちを大事にしていきたい。

○

62
身体拘束の研修会、勉強会への開催をしてどのような
ことが拘束に当たるのかという理解は出来ている。新
人へは、場面や状況を例に取り都度説明をしている

○ 新人への勉強会の開催をしていく

61

面会時には窮屈に感じないようにと考えており、こまめに訪
室はせず、訪問時に御本人の状態を伝えて、その後はゆっ
くり過ごしていただくよう配慮している。（なにかあったら呼ん
でくださいと声がけしている。）しかし、初めての訪問者に関
しては、ご本人の病気を理解しているかとか、関係性が知り
たいため面会に同席させていただく事もある。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵をか
けないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安全
に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐた
めの知識を学び、一人ひとりの状態に応じた事
故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろ
より地域の人々の協力を得られるよう働きかけ
ている

64

居室は個人の空間として、入室時には断りを入れてか
ら入室している。居室内で転倒していないか、体調不
良になっていないか夜間は勿論日中もこまめに見回っ
ている

63

日中は鍵をかけていない。外に出て行く方はいらっ
しゃるが、時間やパターンが大体分かっているため、
職員の休憩時間をずらしたりして、何とか対応できて
いる。

66

個別のリスクは、ヒヤリハットなどである程度は把握で
きている。例えばむせやすい方に対しては酸味を控え
る、歩行不安定な方に関しては、状態に合わせて二人
介助をしたり時には車椅子を使うなどで対応している

○
個別のリスクマニュアルなどの作成をして、状態変化
に合わせてこまめに更新していけるようにしていきたい

65

利用者様の注意力や判断力に合わせて、針やはさみ
包丁などの使用をしている。基本的には一緒に作業を
し、側を離れるときには他のスタッフに見守りをお願い
するか、出来なければ一度片付けてその場を離れる
ようにしている。裁縫箱を自己管理している方もいる

勉強会等の開催が定期的に出来ていないので、１５分
や３０分の短い時間でもいいので開催できるように癖
付けをしていきたい

68

火災時の避難訓練は２ヶ月に１回くらいのペースで行ってい
る。訓練は大事だと感じてくださっている利用者様もおり感
謝している。地域の方も、ここは水害の心配はないとか、地
盤が固いので地震に強いなどの情報を下さったり、夜中の
緊急時はサイレンのようなもので知らせないと聞こえないな
どのアドバイスを下さるなど協力的で大変感謝している。

67

会議や勉強会を使って、急変時の観察事項や、初期
の対応をシュミレーションしてみることがある。救命救
急講習に関しても、機会があればどんどんスタッフを
参加させている。

○
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対
応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、対
応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を動
かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援を
している

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

70

バイタル値に、あきらかな変化があれば別だが、そう
でない場合、表情や言動行動の変化をこまめに申し送
り、体調不良の前兆を早期につかむ事で悪化を防い
でいる。「なんとなくおかしい・・」という感覚を養い、早
目に休養するなり、安静にするなりして悪化を防ぐよう
に努力している

69

利用者様のヒヤリハットや身体機能、認知症の症状な
どから起こりうる事故の説明はしている。できるだけ今
まで生活してきた環境に近い状態を保ちたいが、その
方によっては変えることでリスクを回避できることがあ
るため、ご家族とよく相談している。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

体を動かすことは便秘の解消にいいとは分かっていても、約
半数に方に上手な働きかけが出来ていないのが現状。下剤
を使用している方がほとんどであるが、医師と相談しこまめ
な調整をしている。基本的に繊維質のものは好きな方が多
いので、食事やおやつなどでお出しするようにしている。水
分に関してはたくさん取ることでお腹の調子が良くなると説
明しながらこまめに提供をしている。

71

薬チェック表を作っており大体の理解は出来ているよ
うである。口腔内に溜め込んでいることがあるため、
しっかり飲み込むまで確認している。また、急な症状に
対して特別に処方された薬に関しては、副作用をふま
えて様子観察をしっかり行うと共に、変化が見られたと
きは医師へ速やかに連絡をしている

74

食事の手伝いが必要な方が半数を超えている。基本
的には自分で食べていただくが、栄養確保のためには
後半介助に切り替える事がほとんど。拒否のあるとき
はj巻をずらしたり、医師に相談してエンシュアの処方
をしてもらうこともある

73

口臭が強い方や、口腔内の異常がある場合は別な病気が
ある場合もあるため、歯科医ではなく主治医に相談する事
がある。義歯の無い方に関してうがいのみならず、舌を磨く
などして清潔を保つようにしている。中々応じてくださらない
方もいらっしゃり、少し困難な場合もあるが毎食後のうがい・
歯磨きの支援をしている。義歯の不具合に対しては、歯科
医が訪問してくださるので、調整をしていただいている
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝炎、
ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で安全
な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や
光がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○共用空間における居場所づくり

　共用空間の中には、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

新しい情報や変更個所などをこまめに更新して常に最
新の状態にして置けるように情報収集を怠らないよう
にする

76

布巾の煮沸など夜勤者が調理具の消毒及び冷蔵庫
内の食品管理をしている。期限の近い物は、次の朝に
申し送り、無駄にしないで食べきるようにしている。調
理済のものは、次の日に持ち越さず、残ったら処分し
ている。職員は機会があれば出来るだけ研修会に参
加し、知識を深めている

75

マニュアルはあるが、出来るだけ多くのスタッフが食品
管理や感染症衛生管理などの研修に出るようにして
いる。この季節は特に食品の扱いや選択などが大事
になってくるため、季節の変わり目には勉強会を開催
して再確認している

○

78

幸い耳の遠い方は居ないため、そんなに大きな音でな
くとも聞こえているようである。認知症の症状が現われ
ているときにはいつもの音でも大きく感じたり、不快に
感じることもあるため、反応を確かめながら調整してい
る。窓を開ける事で自然の音や光などを取り込むこと
が出来るので意識はしている

77

日中は玄関前にテーブルと椅子を出している。天気の
良い日には、利用者様がお茶をするがその時に近所
の方も一緒に休んでいかれる事もある。外にいると声
を掛けてくださったり、花や野菜などを持ってきてくださ
る方もあり、大変感謝している。

79

普段の利用者同士の交流の様子や、ひやりはっとな
どでのトラブル事例などを参考にして現在の席や居場
所も何十回と変わっている。狭いため限界があるがス
タッフは常に工夫をしてくれている。認知症の進行や
症状の現われ方によってはこれからも変わっていくと
思われるが、馴染みの関係は出来るだけ保っていけ
るように支援していく
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差がな
いよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめに
行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れる
ように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫している

○建物の活用

　建物を利用者が楽しんだり、活動できるように
活かしている

　（　 　　 　部分は外部評価との共通評価項目です　）

80

ほとんどの方が、食堂等の共有空間で過ごしているた
め、その部分を家庭的な雰囲気にしつらえている。入
居時に馴染みの家具を持ち込むようにご説明をしてい
るが、ほとんどの方は持込の家具がない。持ち込まれ
る方とは、居室の広さを考え、何をどこに置くか?などを
一緒に考えるのも楽しい時間である

82

居室に関しては備え付けの鏡では高すぎる方が多い
ため、座っても見えるような鏡をセットしている。一人ひ
とりに合わせたテーブルや椅子の設置は出来ないが、
座布団や足台などで安定した姿勢を保っている。

81

生活の臭いは利用者様の感覚を取り戻すのには大切
である。洗濯後のいい香りや料理の音や香りなどは利
用者様の意欲向上や活動のきっかけになる。居室の
換気に関しては、利用者様が食堂などに居られるとき
に換気し、戻る前には閉めておくようにしている。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

食堂兼居間が狭いため、認知症の症状によって個別
に対応が必要な方のために、今まで事務所として使っ
ていた場所も利用者様に開放して事務所を2階へと移
動させている。映画やドラマが好きな方は２階でお茶
をしながら見ることもある。

83

そのときの状態によって、分かったり分からなくなった
りするため、いつも同じと思わずに、反応や行動をしっ
かり観察し、失礼の無いようにさりげなく手伝うようにし
ている。
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①ほぼ全ての利用者の
○ ②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と

○ ②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

85
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

86
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

87
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

88
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

89
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

90
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

91
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

92
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

93
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
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①大いに増えている
○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が

○ ②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが

○ ③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

94
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

95 職員は、活き活きと働けている

96
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

97
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う
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